
 平成 24 年度は、「介護サービスの基盤強化のため

の介護保険法等の一部改正」があった。 

高齢者が住み慣れた地域で、自立した生活を営める

よう「地域包括ケア」の実現に向けて地域密着型サ

ービスとして「定期巡回および随時対応看護・介護

の訪問サービスや複合型（看護と介護の連携）サー

ビス等が創設された。 

 改正の基本になった「地域包括ケア研究会」の報

告書を改めて見直してみた。報告書は、2025年団塊

の世代が後期高齢者になり高齢化率 30％以上、要介

護者や認知症高齢者がピークになっても、現在の介

護制度を持続し独居や認知症高齢者でも住み慣れた

地域で、安心して日常生活を営めるためにはどうあ

るべきか、今後の検討のための論点を整理したもの

である。 

 地域包括ケアシステムの定義は「ニーズに応じ住

宅を提供されることを基本とした上で、生活上の安

全・安心・健康を確保する為に、医療や介護のみな

らず福祉サービスを含めた様々な生活支援サービス

が日常生活の場（日常生活圏域）で適切に提供でき

る地域での体制」で日常生活圏域については、おお

むね３０分以内で駆けつけられる圏域で具体的には

中学校区を基本に考えられている。 

 地域密着型サービス事業所の外部評価調査員とし

て、関心のある「地域包括ケアシステム」を支える

サービスについて、報告書から２点取り上げて見た

い。 

１ ケアサービス 

① 24 時間 365 日を通じて介護サービスを提供す

る観点にたった場合、訪問介護サービス等居宅サー

ビスのあり方として例えば、短時間の巡回型の訪問

サービスや夜間対応型訪問サービスとの統合等を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討すべきではないか。 

②小規模多機能型居宅介護

は、「地域包括ケア」を実現す

るための重要なサービスと考

 
 
 

           副代表理事 杉原 正晃 

『地域包括ケア』 

 

研究報告書に思う 

えられるが、あまり普及していないという指摘があ

る。普及のためにはどの様な措置を講ずべきか、又

独居の認知症を有する者の生活を維持するために

は、小規模多機能型居宅介護が考えられるのではな

いか、但し「行動・心理症状（BPSD）に適切に対処

する為の対策を講じる必要があるのではないか。 
２ 住民によるサービス 
 福祉サービスとして、地域における住民の見守り
等の支援が積極的に行われるためには、住民のボラ
ンティア等のインフォーマルなケアのあり方につい
て、地域で学習する文化を普及していく必要がある
のではないか。（新しい地域づくりを）  
 報告書では福祉用語として今まで言われている、
自助、共助、公助、に対し「互助」を追加している。
互助はインフォーマルな相互扶助・ボランティア等
（お互い様）と定義され住民による新しい街づくり
に期待している。 
平成 27 年度は 3 年毎の介護保険の見直しの年であ
る。厚労省は、それに向けて平成 24年度の法改正や
介護報酬の改定の有用性などについての検証や調査
研究をするため、検証・研究委員会を設置し 3 月中
には報告書をまとめ社保審等において議論し、介護
報酬の改定案をまとめることになっており、地域包
括ケア報告書の指摘に対しても充分な検討を期待し
たい。 
又住民サービスについては、地域の介護の拠点であ
り社会資源でもある地域密着型サービス事業所が、
地域包括支援センターや行政と役割分担をしながら
連携し、学習する文化の醸成に努力することが望ま
れる。 



 

地域密着型外部評価入門 

        武 田 友 好 

認知症のケアについて地域等

でも話題になり関心がありまし

たが、昨年８月宮城県主催の地 

外部評価調査員としての所見 

川 村   勉 

外部評価調査員の見習いとして初めて先輩の

調査員に同行したとき、先輩調査員から「私は質

問する内容をノートに書いて準備して行きます」

と優しく教えて頂きました。そのときのヒアリング

も穏やかな雰囲気で、事業所のサービスの説明

に耳を傾け、「私たちも心から応援しています

よ」という温かさに満ちていました。 

これから調査員として事業所を訪問するに際し

て、ヒヤリングでどのように確認していったらいい

か、事前の準備が特に大切であるとあらためて

感じています。 

また現場で職員さんと真心で向き合えると、

事業所の実態をより深く教えてもらうことができ

ると感じています。そして、教えてもらった内容を 

よろしくお願いします。 

塩 田 智 明 

地域の役に立てることがあ

れば・・・との思いから地域密

着型サービス外部評価調査 

 

 

野で助言と支援を賜った恩人であり、ＮＰＯ役

員の退任で余裕が出来たのを見透かされ誘わ

れた（？）ことから逃げる口実が見つからず、昨

年２月の第三者評価調査者養成研修から参加

しました。 

現職時代介護事業立ち上げに携わったことも

あり、ある程度知っていたつもりでしたが、外部

評価や情報の公表に携わってみて、奥の深さと

細かさにウーン。 

しかし、同行の方々は皆さん真摯に活動に向き

合い、不慣れの私にも親切。 

かくなる上はスタッフと事業所が有言実行で自 

員に応募しました。 

介護を必要とする方やご家族を地域で支える一

員として、利用者の視点に立って調査に取り組み

たいと思っています。 

域密着型外部評価調査員養成研修会があること

を知り 8 月に３日間、外部評価の目的、特徴、評

価調査員としての心掛け、調査のあり方等につい

て受講。８月末いよいよ現場研修のための事前

打ち合わせがあり、主任さんより内容の説明の

後「何か質問ありますか」との問いかけがありまし

たが、何を質問してよいのか分からず、当日調査

に同行したが、外国にでも行ったようで何を話し

ているのか理解できず途方に暮れる。自分には

無理な仕事ではないかと考えましたがその後調

査に同行し、何となく内容が理解出来かけて来ま

した。調査員の皆さんも親切で丁寧に指導してく

ださいますが、これに甘えることなく、自分なりに

研鑽し、各事業所のサービス評価の目的達成の

ために努力する考えです。 

報告書として適切に表現

できるように、今後、研さ

んして参りたいと思ってい

ます。 

 

４０にして仙台に移り住んだ

私にとって、郷土と職場の大先

輩である大川代表は様々な分 

応援団員の気持ちで頑張ります 
              本間 吉雄 

信を深め、利用者が表情豊かに明るく暮らせるた

めの応援団役になれれば…との気持ちで、体と

相談しながらお手伝いして行きたいと思いますの

で、宜しくお願いします。 



 

 

 今年度より、調査員の仲間

入りしました菅野由衣と申し

ます。 

前職の経験を生かした活動を

したいと思っています。 

これから、皆様とご一緒に調

査にまわる事があると思いま 

 

昨年 10 月に介護サー
ビス情報の公表調査員と
して養成講座（講義・同行
実地調査）を終了しまし
た。長い公務員生活退職
後、縁があって第二の人
生を社会福祉事業に携わ
り、これまで情報公表の調
査を受けてきました。 

 

 

昨年１０月に「介護サービ
ス情報の公表」調査員の養
成研修を受けました。 
全く知らない世界なので、
高野さんより声をかけてい
ただいた時は、自分の勉強
のためと、軽い気持ちで引
き受けてしましました。 

 昨年度より調査員と

して活動させて頂いて

います、高橋美恵です。 

まだまだ未熟者です

が、調査員の先輩方を

見て勉強していきたいと

思います。ご指導等宜し

くお願い致します。 

～～～初めまして～～～ 
高橋 美恵 

 

～～～介護サービス情報の 
公表調査員として～～～ 

               大坪 俊男 

これからは書面による調査を行う立場となり、
これまでの経験を活かしながら、事業所・施設か
ら安心、信頼される調査員として、又、介護サー
ビス情報の公表制度の必要性を理解されるよう
鋭意努力して参りたいと感じた養成講座でもあり
ました。 
 12 月、２事業所の調査を行いましたが、初めて
の調査に不安があったものの、職員の方々の温
かい雰囲気の中で調査が無事終了できたことに
感謝の気持ちで一杯でした。今後、利用者やそ
の家族が情報の公表を通して事業所・施設の介
護サービス等を比較・検討し適切に選択できる虹
の架け橋となればと思っております。一方、介護
サービス等に従事する職員の方々も公表した情
報を利用し、他事業所・施設の運営方法・サービ
スの状況等を比較し、サービスの質向上につな
がるよう有効活用して頂ければと思っておりま
す。 

～～～調査員になって～～～ 
           島田 廣子 

しかし、２日間の研修では、初めて聞く言葉のオ
ンパレードで、何が何だか理解する事ができず、
今後に不安いっぱいでした。 
今まで、７回訪問し、そのうち２回は、早々に主
任となり、同行者の方々へ、大変ご迷惑をかけて
しまいました。実際体験してみて、ものすごく緊
張し、自分の知識のなさが痛感させられ、それと
同時に、責任感をひしひしと覚え、身が引きしま
る思いです。 
毎日、家事は程々で、自分の習い事、各種ボ

ランティア、孫の預かりと忙しいのですが、いつ
までも元気で楽しく生活したいと思うので、もっ
ともっと自己研鑽して、微力ながらも、何かのお
役に立てればと思っております。 
今後、よろしくお願いいたします。 

 

～～～よろしくお願いします～～～ 

菅野 由衣 

すので、その際にはよろしくお願いします。 

 今後とも、新人でありますので、ご指導・ご支

援をよろしくお願い致します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 厚労省資料抜
粋 

◆◆◆サービスのイメージ◆◆◆ 

施設に入っていなくても、 

ナースコール(電話)ひとつで、 

「３６５日」、「２４時間」 

切れ目のないサービスを 

「定額」で受けられる 

◆◆◆受けられるサービス◆◆◆ 
・介護サービス 

・看護師によるサービス 

・食事サービス 

・予防サービス 

・生活支援サービス(見守り、買物) 

§ § 地域包括ケア実現に向けて必要な取り組み § §  

①医療との連携強化  ②介護サービスの充実強化  ③予防の推進 

④見守り、配食、買物など多様な生活支援の確保や権利擁護など 

⑤高齢期になっても住み続けることのできる高齢者住宅の整備 

⑥自助、互助、共助、公助の組み合わせによる地域のケア体制の整備、確立 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

02
折
腹  

私
ど
も
で
は
地
域
ケ
ア
会

．
．
．
．
．

議．
と
し
て
、
地
域
の
小
さ
な
集
ま
り

で
、
そ
の
地
域
・地
域
の
課
題
を
話
し

合
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
の
人
が
積
極
的
に
集
ま
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
最
初
は
こ
ち
ら
か
ら
お

願
い
し
て
始
ま
っ
た
の
が
最
近
は
そ

れ
を
待
っ
て
下
さ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
先
の
大
震
災
を
契
機
に
地
域

の
ま
と
ま
り
が
よ
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。 
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大
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一
万
人
市
民
委
員
会
で

は
、
来
る
9
月
25
日
に
『
利
用
者
（生

活
者
）
の
利
用
者
に
よ
る
利
用
者
の

た
め
の
「地
域
包
括
ケ
ア
」を
創
る
宮

城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
く
準
備
を

し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
皆
さ
ま
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
思

い
を
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。 

高
齢
者
が
何
時
ま
で
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
の
構
築
を
厚
労
省
か
ら
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
。 

早
速
で
す
が
折
腹
先
生
の
と
こ
ろ

で
何
か
「地
域
包
括
ケ
ア
」か
ら
み

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
の

動
き
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 
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先
般
、
折
腹
先
生
の
お
誘

い
で
地
域
ケ
ア
会
議

．
．
．
．
．
．
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
３
月
に
ず
ば
り
「仙
台
で
地．

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

．
．
．
．
．
．
．
．
．
を
具
現
化
し

た
い
」と
介
護
に
関
わ
る
若
い
人
た
ち

が
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

04
須
藤  

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
差
を
無
く
し
た
い
な
ど
、

同
じ
思
い
を
も
つ
介
護
関
係
の
仲
間

は
い
ま
し
た
が
、
多
職
種
同
士
の
交

流
の
場
が
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
、
せ
ん
だ
い
医

療
・福
祉
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「さ
さ
か
ま
ハ
ン
ズ
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
介
護
施
設
の
介
護
士
や
大
学

病
院
の
助
教
等
様
々
な
職
種
の
方
々

の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。 
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私
も
町
内
会
な
ど
の
集
ま
り

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー

ジ
を
「施
設
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
ナ
ー
ス

コ
ー
ル(

電
話)

一
つ
で
、
３
６
５
日
、
２４
時

間
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
定
額
で
受

け
ら
れ
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど

こ
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
な

ど
何
も
見
え
て
こ
な
い
。 

国
も
法
人
の
垣
根
を
超
え
た
提
携
や
連

携
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
一
法
人
だ

け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
法
人
が
手
に
手
を

と
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
て
や
っ
て

い
か
な
い
と
実
現
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
を
含

め
た
関
係
す
る
多
職
種
の
会
な
の
で
、
私

も
医
療
の
立
場
か
ら
何
と
か
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
今
あ
る
も
の
は
活
か
し
、
足
り
な
い
も
の
は

補
完
し
な
が
ら
、
地
域
の
生
活
支
援
を
行
う
の

で
あ
れ
ば
、
何
か
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

地
域
の
生
活
支
援
の
た
め
に
足
り
な
い
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
施
設
と
し
て
や
れ
る
も
の

が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

制
度
内
は
基
準
（制
約
）が
あ
り
ま
す
が
、
制
度

外
で
の
支
援
（イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
）

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
地
域
の
方
が
互
助
で
や

れ
る
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 
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し
て
も
ら
う
だ
け
と
い
う
（
高
齢

者
）
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
に
は

自
分
は
こ
う
い
う
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
あ
て
に
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
う
い
う
人
の
力
を
活
用
し
、
互
助
の
仕

組
み
を
作
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、
介
護
の
専
門
職

や
若
い
人
の
力
を
借
り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ

ん
の
活
力
を
い
か
し
た
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。 

16
大
川  

元
気
な
高
齢
者
が
圧
倒
的
に
多
い

の
で
、
例
と
し
て
見
守
り
は
高
齢
者
に
で
き
る

活
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

17
折
腹 

 

こ
の
町
内
会
で
は
仙
台
市
か
ら
復

興
公
営
住
宅
が
自
分
の
エ
リ
ア
に
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
が
具
体
的
な
内
容

を
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
町
内
会
に

入
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
や
こ
の
エ
リ
ア
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、
町
内

会
の
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
積
極

的
に
情
報
を
得
て
、
地
域
の
一
員
と
し
て
迎
え

入
れ
る
体
制
を
整
備
し
、
受
け
入
れ
て
い
か
な

い
と
、
地
域
と
復
興
公
営
住
宅
の
壁
が
で
き
て

し
ま
う
。 

１８
吉
田 

 

そ
れ
は
問
題
で
す
。
入
居
者
と
受

け
入
れ
町
内
会
が
社
会
資
源
と
し
て
、
お
互
い

に
利
活
用
し
た
方
が
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま
ず

は
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
地
域
の
中
に
う
ま

く
溶
け
込
め
る
よ
う
な
形
に
す
べ
き
で
す
。 

19
折
腹  

復
興
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
れ
ば

当
然
高
齢
者
の
方
も
入
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
こ
ろ
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

国
の
制
度
と
し
て
、
小
規
模
多
機
能
型
や
複
合

サ
ー
ビ
ス
は
定
額
で
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
山

県
で
は
在
宅
介
護
総
合
特
区
を
作
っ
て
、
訪
問
介

護
・訪
問
看
護
・訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
定
額
で
や
る
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
国
の
方
向
と
し
て
は
だ
ん
だ
ん
そ
っ

ち
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

20
須
藤  

地
域
包
括
ケ
ア
を
行
う
時
に
は
自
分

と
し
て
は
定
額
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
施
設
で
あ
れ
、
在
宅
で
あ
れ
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
は
必
要
だ
し
、
お
金
が
か
か
る
か
ら
使
え
な

い
と
か
、
特
養
に
入
っ
て
い
れ
ば
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
て
、
在
宅
で
あ
れ
ば
お
金
が
か
か

っ
て
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

『地域包括ケア（システム）』を語る 

平
成
２６
年
９
月
２５
日
に
利
用
者
（生
活
者
）の
利
用
者
に
よ
る
利
用
者
の
た
め
の
「地
域
包
括
ケ
ア
」．を
創
る
宮
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域包括ケア（システム）』を語る 
07
折
腹 

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
地
域

の
人
た
ち
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
対
し
て
は
地
域
の

方
々
が
、
出
来
る
事
は
地
域
で
や
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
見
守
り
で
何

か
あ
っ
た
ら
包
括
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
と
連
携
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
入

れ
た
り
し
て
、
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

の
が
基
本
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

08
吉
田 

 

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
ど
こ
か
か
ら

も
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
育
ん
で

い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
取
り
ま
と

め
、
進
め
て
い
く
中
で
、
ど
う
い
う
も
の
が
今
後

必
要
な
の
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
何

処
で
誰
が
し
て
い
く
の
か
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。 

09
折
腹  

今
あ
る
も
の
を
活
か
し
、
足
り
な
い

も
の
は
今
か
ら
作
っ
て
い
く
か
、
他
か
ら
持
っ

て
き
て
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
も
ら
う
な
ど
し

て
、
何
と
か
そ
ろ
え
て
い
く
。 

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
高
齢
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
う
え
で
、
困
っ
て
い
る

の
は
お
医
者
さ
ん
で
す
。
例
え
ば
認
知
症
の
方

へ
の
対
応
は
、
早
期
発
見
、
早
期
診
断
・治
療
が

難
し
い
。
か
か
り
つ
け
医
や
往
診
医
が
気
付
い

て
、
総
合
的
な
医
療
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
れ

ば
、
改
ま
っ
て
専
門
医(

精
神
科
医) 

の
診
断
を 

11
吉
田  

つ
い
最
近
、
整
形
の
外
来
に
転
ん
で

寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
が
ヘ
ル
パ

ー
と
一
緒
に
み
え
ま
し
た
。 

入
院
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
ら
、
様
々
な
事
情

で
入
院
が
困
難
と
の
事
な
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
相
談
し
、
訪
問
看
護
を
組
み
合
わ
せ
、

在
宅
で
も
入
院
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
治
療

を
受
け
ら
れ
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で
済
ん 

10
吉
田 

 

認
知
症
に
ど
う
対
応
し
て
い
い
の

か
分
ら
ず
虐
待
に
繋
が
っ
た
り
し
た
例
も
あ

り
ま
す
。 

中
核
症
状
は
薬
剤
で
緩
和
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
周
辺
症
状
の
特
効
薬
は
な
い
。
そ
こ

ら
へ
ん
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
合
う

体
制
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

受
け
な
く
て
も
、
生
活
に
根
ざ
し
た
診
断
と
治

療
も
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
認
知
症
に
有
効
な

ケ
ア
が
あ
る
と
か
な
り
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

14
折
腹  

高
齢
者
施
設
か
社
会
福
祉
法
人
が
拠

点
施
設
と
な
っ
て
、
ど
う
い
う
形
で
や
っ
て
い
く

か
は
別
と
し
て
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
延
長

線
上
で
や
る
事
は
で
き
ま
す
。 

一
か
ら
新
し
い
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域 

12
吉
田 

 

施
設
と
在
宅
の
違
い
は
２４
時
間
対

応
と
い
う
点
で
あ
る
。
須
藤
氏
の
勤
務
す
る
㈱
ジ

ャ
パ
ン
ケ
ア
で
は
２４
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
・・・。 

13
須
藤 

 

関
東
や
関
西
等
で
（
24
時
間
）
定
期

巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

政
令
都
市
で
や
っ
て
い
な
い
の
は
仙
台
市
だ
け
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組

み
は
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

だ(

訪
問
看
護
対
応)

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
医
療
と
介
護
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
選
択
肢
が
で
き
る
。
介

護
保
険
の
仕
組
み
が
わ
か
っ
て
く
れ
ば
医
療
の

幅
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
り
有
効
な
事

例
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
医
療
の

可
能
性
も
更
に
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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大
川 

 

一
万
人
市
民
委
員
会
で

は
、
来
る
9
月
25
日
に
『
利
用
者
（生

活
者
）
の
利
用
者
に
よ
る
利
用
者
の

た
め
の
「地
域
包
括
ケ
ア
」を
創
る
宮

城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
く
準
備
を

し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
皆
さ
ま
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
思

い
を
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。 

高
齢
者
が
何
時
ま
で
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
の
構
築
を
厚
労
省
か
ら
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
。 

早
速
で
す
が
折
腹
先
生
の
と
こ
ろ

で
何
か
「地
域
包
括
ケ
ア
」か
ら
み

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
の

動
き
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

02
折
腹  

私
ど
も
で
は
地
域
ケ
ア
会

．
．
．
．
．

議．
と
し
て
、
地
域
の
小
さ
な
集
ま
り

で
、
そ
の
地
域
・地
域
の
課
題
を
話
し

合
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
の
人
が
積
極
的
に
集
ま
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
最
初
は
こ
ち
ら
か
ら
お

願
い
し
て
始
ま
っ
た
の
が
最
近
は
そ

れ
を
待
っ
て
下
さ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
先
の
大
震
災
を
契
機
に
地
域

の
ま
と
ま
り
が
よ
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

03
吉
田 

 

先
般
、
折
腹
先
生
の
お
誘

い
で
地
域
ケ
ア
会
議

．
．
．
．
．
．
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
３
月
に
ず
ば
り
「仙
台
で
地．

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

．
．
．
．
．
．
．
．
．
を
具
現
化
し

た
い
」と
介
護
に
関
わ
る
若
い
人
た
ち

が
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

04
須
藤  

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
差
を
無
く
し
た
い
な
ど
、

同
じ
思
い
を
も
つ
介
護
関
係
の
仲
間

は
い
ま
し
た
が
、
多
職
種
同
士
の
交

流
の
場
が
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
、
せ
ん
だ
い
医

療
・福
祉
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「さ
さ
か
ま
ハ
ン
ズ
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
介
護
施
設
の
介
護
士
や
大
学

病
院
の
助
教
等
様
々
な
職
種
の
方
々

の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。 

国
も
法
人
の
垣
根
を
超
え
た
提
携
や
連

携
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
一
法
人
だ

け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
法
人
が
手
に
手
を

と
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
て
や
っ
て

い
か
な
い
と
実
現
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

05
吉
田  

介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
を
含

め
た
関
係
す
る
多
職
種
の
会
な
の
で
、
私

も
医
療
の
立
場
か
ら
何
と
か
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

21
折
腹  
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役

割
を
果
た
す
た
め
の
人
（職
員
）
が
少
な
い
。
そ

れ
を
市
町
村
が
い
か
に
強
化
し
て
く
れ
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機
能
強
化
、
人
員
増
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
仙
台
市
に
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

22
大
川  

人
材
の
確
保
と
育
成
が
非
常
に
大
事

で
、
そ
れ
が
な
い
と
今
の
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
や
る
人
手
が
な
い
。 

23
吉
田 

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
地
域
で
の
学．

び
の
場

．
．
．
み
た
い
な
仕
組
み
を
作
り
、
介
護
職
の

人
が
看
護
職
に
、
看
護
職
の
人
が
介
護
職
の
人

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
教
え
あ
っ
た
り
、

そ
こ
に
集
っ
た
若
者
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
上
を
目
指
し
て
頑
張
れ
る
場
を
提
供
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
地
域
に
来

て
仕
事
を
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
り
、
地
域
の
民
生
委
員
や
町
内
会
の
人

な
ど
の
交
流
の
中
か
ら
、
新
た
な
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
掴
む
事
が
で
き
た
り
と
新
た
な
気
づ
き
の
場

面
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
た
ち
の
技
能

が
試
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
相
互
理
解
が

な
に
よ
り
、
実
践
の
中
で
身
に
付
く
よ
う
に
す
る

ん
で
す
。 

24
須
藤  

私
た
ち
は
今
年
度
介
護
職
と
ケ
ア
マ

ネ
を
対
象
と
し
た
、
糖
尿
病
の
認
定
看
護
師
に

よ
る
学
び
の
場
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

25
大
川 

 

現
在
、
仙
台
市
に
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
４９
ヶ
所
あ
る
、
従
っ
て
４９
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
る
。
何
と
か
４
～

５
年
の
う
ち
に
作
り
た
い
。 

26
吉
田 

 

ま
ず
、
い
く
つ
か
の
地
区
で
先
行
し

て
、
モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
た
ら
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

27
折
腹  

ぜ
ひ
立
ち
上
げ
た
い
・・・ 

28
大
川 

 

取
り
敢
え
ず
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
、
足
り
な
い
も
の
は
補
い
な
が
ら
、
理
想

の
形
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
一
人
ひ
と
り
の
力

は
小
さ
い
け
れ
ど
皆
が
集
ま
っ
て
、
一
体
と
な
っ

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

06
大
川 

 

私
も
町
内
会
な
ど
の
集
ま
り

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー

ジ
を
「施
設
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
ナ
ー
ス

コ
ー
ル(

電
話)

一
つ
で
、
３
６
５
日
、
２４
時

間
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
定
額
で
受

け
ら
れ
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど

こ
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
な

ど
何
も
見
え
て
こ
な
い
。 

～～地域包括ケアのシンポジウム開催決定！～～ 

高齢社会をよくする女性の会理事長 樋口恵子氏を基調講演講師に迎え、関係

する１１団体共同主催によるシンポジウムを次のとおり開催します。 

◆日時：平成２６年９月２５日(木) １３時～１６時３０分 

◆会場：日立システムズホール仙台(青年文化センター)シアターホール 
◆主催：宮城県老人福祉施設協議会、仙台市老人福祉施設協議会、地域包括支

援センター協議会、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ協議会、仙台介護サービスネットワ
ーク、宮城宅老連絡会、みやぎ小規模多機能型居宅介護連絡会、福祉
ネット宮城、認知症の人と家族の会宮城、介護サービス非営利団体ネッ
トワークみやぎ、介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理 事 会 だ よ り(その１) 

第４回(2013.11.14) ２０１３年

度 ★２０１４年１月１６日（木）、仙台市中央市民セ
ンターにおいて、理事総数１９名中１４名出席
のもと第５回理事会が開催された。 

☆議題は次のとおり 
 １、新年の抱負について 
 ２、福祉サービス第三者評価の調査、営業活動

について 
 ３、介護サービス情報の公表調査活動について 
 ４、地域密着型サービス外部評価活動について 
 ５、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計

画について 
 ６、残高試算表(１２月末)と今後の財政の推移

について 
 ７、広報、組織、総務関係の活動について 
 ８、第６回理事会日程について 
   ※２０１４年３月１８日（火）１３時～ 
 ９、その他 
 

 

 

★２０１４年３月１８日（火）、仙台市中央市民セ
ンターにおいて、理事総数１９名中１２名出席
のもと第５回理事会が開催された。 

☆議題は次のとおり 
 １、第１３回定期総会の開催について 
 ２、地域包括ケアのシンポジウム開催について 
 ３、福祉サービス第三者評価の調査、営業活動

について 
 ４、介護サービス情報の公表調査活動について 
 ５、地域密着型サービス外部評価活動について 
 ６、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計

画について 
 ７、残高試算表(１２月末)と今後の財政の推移

について 
 ８、広報、組織、総務関係の活動について 
 ９、第７、８回理事会日程について 
   ※２０１４年４月２４日（木）１３時～ 

※２０１４年５月 １日（木）１３時～ 
１０、その他 
    場所：仙台市中央市民センター 
  議事の詳細については事務局備付けの議事録

を閲覧できます。 

２５年度 
 

第 ５ 回 理 事 会 模 様 

★２０１４年３月２７日(木) 、仙台市中央市民セン

ターにおいて、当会司法書士安田廣治氏と仙台往診ク

リニック研究部次長遠藤美紀氏を講師に迎えて第２

回のフォローアップ研修会が開催された。 

第１講目は安田先生の「よろず相談について」 

第２講目は遠藤先生の「知っておきたい在宅医療」 

講座終了後、事務局からの連絡事項があり、２５年度 

第２回フォローアップ研修会を終えた。 

第 ６ 回 理 事 会 模 様 

★２０１４年３月３・４日の２日間にわたり、１日目はＪＡビル
宮城、２日目は管工事会館において、社会福祉法人岩手
県社会福祉協議会評価調査者坂口繁治氏を講師に迎
え、宮城県福祉サービス第三者評価調査者継続研修が
開催されました。 
参加者３８名（一万人市民委員会１２名） 
 ・評価調査員の役割と倫理 
 ・第三者評価基準ガイドラインの理解と留意点 
 ・訪問調査の実際 
 ・評価結果のとりまとめと留意点及び評価結果報告 
書の作成の視点と留意点 

を学びました。 
 終了後、全員に宮城県知事名による「継続研修終了
証書」が授与されました。 

２５年度 
 

１、 日 時 平成２６年５月２８日(水)１３時～１７時 

２、会 場 仙台市生涯学習支援センター第２セミナー室 
      (旧仙台市中央市民センター) 
      仙台市宮城野区榴岡４丁目１番８号 
      TEL：022-295-0403  FAX：022-295-0810 

３、問合せ・連絡先  一万人市民委員会宮城事務局 

         TEL：022-293-8158 FAX：022-293-8230 

 

定期総会を開催します！ 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆よろず相談会を開設しました 

身近な困りごと、悩みごとなどの相談会を当会

顧問の武田貴志弁護士、安田廣冶司法書士を相談

役に、両先生から法律、成年後見関係の分野に限

定せず、よろず相談会として、会員の方やそのご

家族がお持ちの生活全般、法律相談などに関する

「なんでも」相談としていくことの了解を頂きま

した。（無料です。） 

＊時  間：午後１時～３時(毎回) 

      お一人様１回３０分程度を予定 

＊場  所：テルウエル相談室(一万人市民委員会

宮城事務所隣り) 

＊受付電話：０２２－２９３－８１５８ 

２６年１月～２６年４月までの開催日と担当相 

談役は次の通りです。 

・ ４月１６日（水）相談役 武田貴志弁護士 

・ ５月１４日（水）相談役 安田廣冶司法書士 

・ ６月１７日（火）相談役 武田貴志弁護士 

・ ７月１２日（水）相談役 安田廣冶司法書士 

お気軽に相談願います。 

活 動 状 況 

■福祉サービス第三者評価活動 

 

■地域密着型サービス外部評価活動 

１月～３月の訪問調査施設合計：５２施設  

・認知症対応型共同生活 

介護(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)施設： ４５施設 

・小規模多機能型居宅介護：  ７施設 

＊自己評価及び外部評価結果は、ワムネット

http://www.wam.go.jp をご覧ください。 

 

●情報の公表調査活動 

９～３月の訪問調査施設合計： ３１１施設 

介護老人福祉施設     ： １４施設 

訪問介護         ： ５９施設 

訪問入浴介護       ：  ６施設 

福祉用具貸与       ： １０施設 

居宅介護支援       ： ５３施設 

特定施設入居者      ：  ６施設 

通所介護         ： ９１施設 

訪問看護         ： １５施設 

認知症対応型共同生活介護 ： ４１施設 

小規模多機能型居宅介護  ：  ７施設 

介護老人保健施設     ：  ４施設 

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ      ：  ３施設 

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ      ：  １施設 

介護療養型医療施設    ：  １施設 

＊公表結果は、http://www.kaigokensaku.jp/  

をご覧ください。 

 

■特養ホームページ 

Welcome.ＤＯＮＴＯホームページに当会「みやぎ

介護便利帳」として県内の特別養護老人ホームの

紹介をしており、各ホームに協力頂き 2013 年度

更新が完了しました。今年度は、新たに大崎市

｢楽々楽館｣と白石市｢みずき｣の２ホームに参加

頂き､５４ホームの紹介をしております。 

 

・特別養護老人ホームうらやす（名取市）、特別 

 養護老人ホーム常盤園（柴田町）の評価調査を 

行い、事業所同意を頂き、県（宮城県福祉サー 

ビス第三者評価事業）並びに当会ホームページ 

に公表しました。 

・社会的養護関係施設仙台つばさ荘の評価調査は 

完了しました。 

「
深
呼
吸
の
す
す
め
」 

 
 

雨
上
が
り
の
庭
で
緑
に
向
か
っ
て
深
呼
吸
を
す
る
。

は
ー
ー
ー
、
す
ー
ー
ー
。 

と
て
も
い
い
気
持
ち
で
す
。 

炭
酸
ガ
ス
（
古
い
も
の
）
を
出
し
、
酸
素
（
新
し
い

も
の
）
が
体
中
に
満
ち
て
く
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

脳
も
ス
ッ
キ
リ
。
呼
吸
と
い
う
文
字
は
呼
が
前
で
、
吸

が
後
に
な
っ
て
い
ま
す
。
吐
い
て
吸
う
と
い
う
事
で
す
。 

 

気
功
用
語
に
吐
故
納
新
と
い
う
用
語
が
あ
り
ま
す
が

文
字
通
り
、
吐
い
て
納
め
る
の
が
呼
吸
な
ん
で
す
ね
。 

意
識
的
に
深
く
静
か
に
長
く
息
を
吐
く
と
、
自
然
と
楽

に
吸
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

緊
張
し
て
る
時
・
何
か
に
行
き
詰
っ
た
時
・
疲
れ
て

い
る
時
・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
ま
た
時
間
の
あ
る
時
、

ゆ
っ
く
り
と
立
ち
止
ま
っ
て
深
呼
吸
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

深
呼
吸
と
同
時
に
丸
く
な
っ
た
背
中
も
無
理
な
く
伸

ば
さ
れ
る
お
ま
け
も
つ
い
て
き
ま
す
。 

落
ち
着
く
こ
と
請
け
合
い
！ 

 

巷のドクター豆知識 

http://www.wam.go.jp/
http://www.kaigokensaku.jp/


 

 
当会の活動に日頃よりご支援、ご協力をいただいております賛助団体会員様の事業所のご紹介をシリーズでお送 
りいたしております。(あいうえお順) 

 本内容は、各特別養護老人ホーム様から項目にそった概要をご提示いただき、その原稿をそのまま紹介させてい 
ただいております。 

 なお、詳しくは次の URL：Welcome,Donto! http://www.donto.co.jp/ をご覧願います。 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                                                      

                                

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員別 個室 2人 3人 4人 その他 居室合計 入居総定員 

部屋数 ８０室 ０室 0室 0室 0室 ８０室 ８０名 

居室使用料 個室 1,970円／日 

食事費 1,380円／日 

光熱水費  

その他  

月額合計 概算 60,000～136,000円 
（介護度・所得段階に応じて金額が変わります。詳細は入居相談の際にご説明いたします。） 

■経営主体   社会福祉法人 みずほ 

■所在地     宮城県名取市下余田字鹿島 86-5 

■電話・FAX  TEL 022-383-3750 FAX 022-383-3780 

■開設年月   平成 8年 4月 1日 

■居室改修   

■E-mail     urayasu.honbu3030@f-mizuho.or.jp 

■URL       http://f-mizuho.or.jp/ 

  

 

 

◆ １： 

入居経費概要 

 

入居待機状況 

 平成 2５年 10月 1日現在  

５５４名 

入居定員 

 

職員体制 

 ◆ 1：1.８ 

施設の特徴 

かつては閖上の地で運営しておりましたが、3.11の震災で大きな被害を受け、震災後しばらくは同グループの施設で運営を継続しておりました。名取市内

下余田に新たな施設を再建し、平成 25年 9月にオープンすることができました。 

豊かな田園風景に恵まれ、公共施設へのアクセスにも便利な環境です。 新施設は、閖上にあった事業所・施設が一つになった複合型施設で、高齢者の

方のさまざまなステージに対応できます。ゆったりとした施設内は、さまざまな行事に対応できるような多目的ホールや多数の会議室を完備。施設全体

が温かみのある木のぬくもりに包まれています。居住空間では、広い廊下、柔らかな照明、誰もが使いやすいトイレなど、これまで作り上げてきた施設のノ

ウハウを生かした設備となっています。  

居室は全室個室のユニット型で、利用者一人一人のプライバシーを守り、快適にお過ごしいただけます。10人ごとのユニットでは利用者と職員の関係性

を大切にし、お一人おひとりに寄り添うケアを実践してまいります。  

大きな特徴は、当法人理事長のクリニックが施設に併設されているということです。重度化する特養入所者の医療的バックアップはもちろん、地域の医療

ニーズにも対応し、身近に医療を受けられる安心感があります。  

「もっと笑顔のためにできること、いつも胸に」という理念のもと、職員一同利用者のみなさんの生活を支えてまいります。  

■左上：個室 

■左下：個室前廊下 

■中上：共有リビング 

■中下：特別浴室 

■右上：ユニット内キッチン 

 

賛助団体会員事業所紹介 

http://www.donto.co.jp/
mailto:urayasu.honbu3030@f-mizuho.or.jp
http://f-mizuho.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集委員：荒井勝子 兼平幸雄 前田泰子 

～～～なんだり・かんだり～～～ 
る
が
、
今
は
違
う
。 

い
つ
頃
か
ら
、
俗
語
と
し
て
世
間
に
広
ま

っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
警
察
官
が
思

い
も
寄
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
隠
れ
、
待
ち
構

え
、
車
運
転
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
等
を
取
り

締
ま
る
こ
と
を
「
ね
ず
み
捕
り
」
と
言
っ

て
い
る
。 

違
反
で
あ
る
か
ら
、
捕
ま
る
の
は
仕
方
が

な
い
と
し
て
も
隠
れ
て
ま
で
・
・
・
・
・

と
思
う
。 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
ね
ず
み
捕
り
」

取
締
り
強
化
月
間
と
称
し
て
署
を
挙
げ

て
摘
発
を
競
っ
て
い
る
と
か
・
・
・
・
。 

違
反
に
よ
る
事
故
で
あ
っ
て
も
、
悲
劇
的

な
大
事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は
遅
い
。 

む
し
ろ
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
く
な
る
よ

う
な
場
所
に
警
察
官
が
「
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
な
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
立

ち
、
違
反
そ
し
て
事
故
の
未
然
防
止
に
努

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
間
で
「
○
○
付
近
、
た
だ
今
、

大
工
事
中
」
と
連
絡
し
た
ら
「
ね
ず
み
捕

り
」
の
合
図
と
の
こ
と
。 

ま
た
、
対
向
車
同
志
「
ラ
イ
ト
」
を
点
滅

し
合
い
「
ね
ず
み
捕
り
」
を
確
認
し
合
う

と
の
こ
と
。
知
恵
比
べ
で
は
な
い
か
。 

世
間
（
警
察
署
）
で
言
う
「
安
全
、
安
心

で
平
和
な
社
会
」
と
い
う
の
は
、
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
、
す
べ
て 

俗
語
・
・「
ね
ず
み
捕
り
」
っ
て
？ 

調
査
員 

 

若
松 

芳
陽 

 

「
ね
ず
み
捕
り
」
と

聞
け
ば
思
い
出
す

の
は
、
「
ね
ず
み
捕

り
か
ご
」
「
ね
ず
み

捕
り
だ
ん
ご
」
そ
し

て
「
猫
」
な
ど
で
あ 

の
事
故
を
起
こ
さ
な

い
こ
と
が
世
間
の
願

い
で
は
な
い
か
と
思

う
が
？
。 

【 編集後記 】 

地域包括ケア特集の座談会のテープ起こしを、
今回はじめて担当させてもらった。 
後悔先に立たず、安易に引受けてしまったこと

への反省しきり、モチベーションは上がらず、寄
る年波のせいか集中力はズタズタの状態で悪戦苦
闘の末、ようやく仕上がったのは２週間も経って
からだった。（その出来栄えや如何に・・・） 
そんなことはさておいて、今回の取材で「地域包
括ケア」の具現化に向けて活動している人たちが
少なからずいることに意を強くしたことである。 
当会が企画しているシンポジウムが宮城県にお

ける「地域包括ケア」の起爆剤になることを願っ
てやまない。              （かねひら） 

 


